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Literature Review on Attitudes Toward Disability  
in Students Pursuing Higher Education:  
Considerations for Teaching Strategies in Nursing Education 
Yoshiko MIZUNO＊, Manabu TANAKA＊ and Awoi NISHIMURA＊
Abstract: This literature review was conducted to identify trends in research  on attitudes toward people with 
disabilities among students at institutions of higher education and gain insight into teaching strategies for 
enriching those views in basic nursing education, as well as related issues. The Japan Medical Abstracts 
Society （ICHUSHI） and CiNii databases were searched using the keywords “attitudes towards the disabled” 
（Japanese: shōgai-kan）, “attitudes towards disabled people” （shōgaisha-kan）, and “students” （gakusei）. Fifteen 
corresponding studies from authors in wide-ranging fields of specialization were identified, read in detail, and 
comparatively analyzed. Several teaching strategies to improve students’ attitudes toward disability were 
identified: preparatory study, first-hand exposure to and helping of children （and adults） with severe physical 
and mental disabilities, and community-based practical training to allow students to better understand the 
characteristics of this population and how they react to the general public’s attitudes.
Keywords: Student, Attitude toward disability, Nursing education
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（岩田 2002）［7］、（大塚 2006）［8］、（河内 2004）［10］、
（鈴木ほか 2016）［11］、（権明ほか 2015）［12］、（鈴木
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ブ教育の推進はまだ課題が多いとされる（原田 2018）
［25］。一方で、高等教育機関で学ぶ学生にとっても
障害児（者）と接触する機会が増え障害理解が促進
されているものと推察される。
２）障害（者）観に関する研究の動向
障害（者）観に関する研究は、79件あったが原著
論文は15件と少なく、専門領域は保育、教育、看護、
福祉、歯科関連や作業療法と多岐に渡り、発表年に
も特徴はなかった。障害理解に関する研究は、教育
学・特殊教育学などの分野において多数行われてい
た（高見 1995）［24］が、近年重度心身障害児（者）
の増加や在宅医療の推進等の社会の変化とともに医
療福祉の領域での研究が増加したと考えられる。今
回の対象文献の研究方法は質的研究と量的研究の両
方が含まれていた。また、質問紙法では共通の尺度
は使われていなかった。障害（者）観を表す表現は
様々であり、単純な比較検討は困難であったが、結
果の類似性に着目し得られた結果により、障害児
（者）を援助の対象として関わる専門職の教育方法
への示唆を得た。
３ ） 障害児（者）の看護支援に関する看護基礎教育
への示唆
（１）障害児（者）との接触・援助体験
介護等体験、重症心身障害児施設実習、ボラン
ティア体験など、障害児（者）と一緒に過ごす体験
が障害（者）観を肯定的に変化させていた。これは、
障害者から直接伝えられる情報によって、障害者本
来の力・姿を理解する機会を得て、障害者との双方
的関係を体験することが肯定的理解につながるので
はないかと言われている（杉森 1990）［6］。また、一
緒に時間を過ごすだけでなく、障害児（者）へ接触
し援助を行うことで人間理解が深まるのではないか
と考える。看護学生は入学前に７割以上が障害者と
の直接的接触体験があるとも報告されている（杉森 
1990）［6］が、その障害の程度は測定されていない。
臨地実習で対象とする重度心身との接触体験が対象
理解の促進には必要と考えられた。
（２）重度心身に関わる実習指導方法の工夫
実習前に障害児（者）と一緒にすごし、できるだ
けショックを受けず肯定的イメージをもって実習に
臨んでも、対象の個別の反応に気付かず交流するこ
とができないと、看護支援の学びに繋がらない。関
心を高めるたけでなく、その質について検討するこ
とが重要と言われている（河内 2004）［10］。個々の
学生が経験している障害児（者）の障害の種類や程
度、感情などを考慮した上で、関わる障害児（者）
の表現や変化の把握の特徴を臨地指導者に説明を依
頼し、交流を促す、などの工夫も短い実習期間では
特に必要と思われる。
（３）計画的な事前指導
臨地実習を効果的に行うためには「重症心身障害
児の特徴の理解」を教育課程の中で早期に行うこと
が重要とも言われている（岩田 2002）［7］。障害児
（者）の身体的特徴や反応の意味、社会的背景や行
動パターンなどの知識と理解を事前学習できるよう
計画することも重要となる。
Ⅵ．研究方法の限界
今回の対象文献において障害児（者）観を明らか
にする方法は、質的研究としては半構成面接法及び
実習及び体験授業のレポートの内容の分析があり、
量的研究としては自作の質問紙及び障害観尺度（河
内 2004）［10］、自己効力感尺度（河内 2004）［10］の
他、八籐後（2004）［4］、浅井（1999）［22］の作成した
質問紙があった。質的研究と量的研究の比較は、障
害児（者）観を対象者の言葉で表現した結果と選択
肢による結果の比較検討であり限界がある。
また論文数も少ないため、今後検討した教育方法
を実践する中でその効果を検証していく必要がある。
Ⅶ．結　　論
高等教育機関の学生のもつ障害（者）観に関する
研究は15件であり、研究者の専門分野は多岐に渡っ
ていた。しかしその結果から、看護基礎教育におけ
る障害児（者）への看護支援に関する教育方法につ
いて以下の示唆を得た。
１ ）重症心身障害児（者）との接触体験、援助体験
を実習前に持つよう教育課程に組み入れる。
２ ）重症心身障害児（者）施設でも実習を行うにあ
たり、計画的な事前指導と臨地実習指導者の協力
を得て、重症心身障害児（者）の反応を早期に把
握し、交流できるような指導方法を工夫する。
今後、これらに基づいた教育実践を計画実施しそ
の効果の検証と評価が必要と思われる。
40 高等教育機関で学ぶ学生の障害観に関する文献検討／水野芳子・田中　学・西村あをい
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